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毎月の定例会議・研修の目標を明確にして、ケアプラザ内の行動目標を立て、共通の認識を持って業務に取り組
む環境を作る。

地域の担い手となる住民や関係者との交流を行い、顔の見える関係づくりを構築し、困りごと等の声を拾い、相談
しやすい環境を作る。多職種間では情報共有等を有効に行うよう地域ケア会議を開催する。

地区支援チームの各機関間で住民主体の地域づくりに有益となる情報共有が行えるように、事業の振り返りを行
う過程で情報提供を声掛けして、情報が相互に流通するように心がける。

認知症の理解を深める講座を、町内会関係者と企画段階から協働。地域の実状を鑑みながら、地域課題に即し
た研修を開催して、地域住民が実践できる取り組みを構築していく。

六浦地域の地域ケア会議の開催の取り組みに、今年度はあらためてケア会議の意義や目的を職員間で確認を行い、地
域関係者との話し合いや説明を行う機会を設けて入念に準備に取り組みました。今年度は総合相談の傾向や地域からの
声を抽出した個別ケア会議と包括レベル会議を年１回開催となりました。ケアプラザの事業も、地域の担い手となる住民
関係者とのと共有、検討をして対応に取り組む姿勢を重要と考え、共通認識を持って取り組む環境を作ってきました。その
結果、多世代の交流が行える事業も継続して展開が行えました。また、地域からの要望や課題に合わせた講座や予防事
業なども、地域に赴き年間を通して多く開催を行い、その場で顔の見える関係づくりも構築し、ケアプラザへ相談や連絡を
しやすい環境を整えてまいりました。今後もこれらの活動を展開して、地域の皆様とケアプラザを運営していく次第です。

□ 区からのコメント
　地域に継続して足を運び、顔の見える関係づくりを大切にしながら、高齢者に限らず子育て世帯や障害児・者、若い世
代など多様な相談を受け止めてきた取組は、地域の安心につながる重要な基盤であると考えます。五職種連携やボラン
ティアネットワークを生かした早期の気づきや支援、地域アセスメントを通じた課題把握など、地域全体を見据えた実践を
進めていただいています。
また、「むつうた」をはじめとする居場所づくりは、これまでつながりにくかった層との新たな接点を生み出しています。
　今後も、関係機関との連携を深めながら、区役所としても必要な情報共有や調整を行い、地域の取組が円滑に進むよう
支援していきたいと考えています。
　町内会や民間企業など多世代に向けて認知症の啓発と理解促進を進めていただきました。課題に応じて必要な地域へ
の周知や働きかけ、見守り体制の検討など具体的な取組につながることを期待しています。権利擁護の取組について
は、独居で身寄りのない方が多い地域でもあるため、早い段階で準備ができるよう早期相談につながる事業を計画的に
実施していくようお願いします。地域ケア会議については開催までのプロセスを丁寧に行っていただいています。今後は
地域の課題分析を行い、具体的な提案をしていくことが重要となりますので、区役所とともに連携して地域づくりを進めて
いければと思います。
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—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
六浦地域は65歳以上の高齢化率が高く(六浦地区：29％、六浦西地区：34％)、独居・高齢化世帯が多く、要介護認定率
(約20％）、75歳以上の高齢化率(六浦地区16％、六浦西地区20％)も高い状況で、介護相談も増加傾向です。住民は古く
から住んでいる方が比較的多くボランティア活動等、活発なインフォーマル活動が特徴です。急速な高齢化の進展は深刻
で独居、高齢者世帯率に関しては金沢区内で１,２位と高くなっています。土地は土砂災害警戒区域の指定場所が数か
所、ハザードマップ（津波被害予想）で浸水危険地域も在り福祉避難所の役割も重要な地点です。坂道が多くインフラ整備
が少ない地区もあり外出困難の問題が課題です。その様な地域課題に、（自助・共助・公助）の地域力で取り組むよう、地
域の新たな担い手世代も取り組む仕組みを構築して、区、医療・福祉の関係機関で連携を強化し、様々な地域活動の推
進や地域福祉保健計画を推進していきたいと考えております。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

個別ケア会議と包括レベル会議を開催して、残った課題は、民児協や町内会等で地域の関係者と共有、検討して
対応に取り組む。


